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GBRC性能証明 第14-20号

特許出願中

スマートブレース工法Ⓡ

圧縮抵抗型CFTブレース補強工法



概　要

特　長

スマートブレース工法とは？
ＣＦＴブレースを圧縮抵抗のみに使用する建物の耐震補強工法です。

●コスト比較（スマートブレース工法の合計を100％とした場合）

※上図コスト比較は某施工物件における一例を示し、物件により変動する場合があります。
※スマートブレース工法のハツリ工事にはコンクリート打設用の上階スラブ開口を含む。

①スマートブレース工法とは、圧縮剛性・耐力が高いCFT（コンクリート充填鋼管）の特長を生かし、ブレースに圧縮力のみを負担さ
せ、この力を支圧によって既存躯体に応力を伝達する耐震補強工法です。
②引張力の負担を放棄することにより、従来用いられていた鉄骨枠を不要としました。
③引張力を負担しない構造のため、ブレース端部は一端を丸鋼として離間可能とし、他端を異形鉄筋として付着を考慮した設計とし
ています。
④ＣＦＴブレース端部の接合部コンクリートに数本のアンカーを打設するのみであり、ハツリや孔あけが低減されます。
⑤（一財）日本建築総合試験所より建築技術性能証明を取得しています。 
　（ＧＢＲＣ　性能証明　第１４－２０号）
⑥ブレース製作および設置などの施工作業を材工一貫でセンクシアが行います。
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経済性を追求
在来工法の鉄骨枠・スタッドが不要となり、CFTを用いることで鋼材量を低減出来るため、経済的です。

1

施工性を追求
基本的に人力で横持ち可能なブレース鋼管を使用するため、大型重機が不要で、狭隘地でも施工可能です。

2

環境面
ブレース取付面のアンカー本数、ハツリ範囲が少なく、騒音、振動が少ない工法です。

3

工期短縮が図れます。4
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補強設計の手順

設計における注意点
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要
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現状の耐震診断結果

補強の可否

補強量の概算

建物の機能性

構造細則順守の確認

補強不能

否 健全

END

その他の条件
● 補強工事費用
● 施工条件　他

補強箇所の配置
● 偏心率、剛性率
● 損傷の分散

● 耐力向上　　
● 靱性向上
　（破壊モード）

● 補強後　Is値、C指標の算定
● その他諸条件に対する検討

接合部非破壊を
確認できたか

断面設定と破壊モードの選択
全体曲げ降伏型またはブレース座屈型　　

CFTブレース
● 全体曲げ降伏型
● ブレース座屈型

補強部材の設計

その他の補強
柱のせん断補強　
構造スリット　他

スマートブレース工法による
検討項目
※別冊の設計ハンドブックを
ご覧ください。

設計条件を
満足するか

目標補強量

補強の要否

●CFTブレースは、既存柱幅内に納めて設置する。
●その他は、「圧縮抵抗型　CFTブレース補強工法　設計・施工指針」による。



スマートブレース工法の効果
建物モデルによる数値解析により補強効果を確認しました。

スマートブレース工法は十分な補強効果があり、強度抵抗型、靱性抵抗型の設計が可能です。

破壊形式

建物モデル

ベースシア
係数

耐力
上昇率％

柱の曲げ降伏
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－

ブレース座屈
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64

ブレース座屈

0.59

108

柱の引張降伏

0.49

73

※全て1層で破壊

※効果は建物形状・構造・配置により異なります。
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① 無補強 ② 鉄骨枠付ブレース（V形） ③ スマートブレース工法（X形） ④ スマートブレース工法（ハ形）

② 鉄骨枠付ブレース（V形） ③ スマートブレース工法（X形） ④ スマートブレース工法（ハ形）

② 鉄骨枠付ブレース（V形） ③ スマートブレース工法（X形） ④ スマートブレース工法（ハ形）① 無補強
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動的解析結果  (地震波 Ｔａｆｔ　EWの最大速度を50kineに増幅したものを使用）

静的解析結果  （Ai分布に従う外力分布を仮定、水平力を全柱梁節点に分配、一方向に漸増載荷）

建物モデル  （ＲＣ造　Ｌ構面　5層8スパン） ※ブレース断面は全モデル共通とする
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スマートブレース工法Ⓡ圧縮抵抗型CFTブレース補強工法



スマートブレース工法Ⓡ圧縮抵抗型CFTブレース補強工法

施工手順

技術性能証明 施工例

仕上材撤去・目荒らし あと施工アンカー打設 ブレース搬入

（一財）日本建築総合試験所の建築
技術性能証明（ＧＢＲＣ  性能証明  第
１４－２０号）を取得しています。

吊込み・人力による横持ち ブレース設置 接合部　配筋工事

1 2 3

4 5 6

接合部　型枠工事 接合部・ブレース コンクリート打設 接合部・ブレース　仕上

7 8 9

建物用途
建物概要
補強箇所数
鋼管寸法
鋼管材質
コンクリート強度Fc

： 学校
： 5階建、RC造
： 12
： □-300×300×12
： BCR295
： 54N/mm2

施工例①

建物用途
建物概要
補強箇所数
鋼管寸法
鋼管材質
コンクリート強度Fc

： 事務所
： 2階建、RC造
： 2
： φ-165.2×5
： STK400
： 42N/mm2

施工例②






